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日 本 達 昆 虫 に 寄生 する 導 虫 に つい て ‘(VID 


性 出兵 HS (大 学 攻 育 学部 ) 
昭和 28 年 2 月 12 日 受領 
ERIKAS ERSE 5 FLO1052K 1 2 新種 に つい て の 記載 を 含 。 


1. Pileocephalus hydropsychus n. sp. (Fig. La—f) ABEHIHÉEEXO BAERE OA 


下 に 営業 する シャ トビ ヶ ラ 属 (Hydropsyche) Shsitolite x o BHEN. ・ 
見 出さ れ た 最小 の trophozoite は 体長 40z で あぁ つた 。 体 は 長 琲 形 を 時 し, 前 後 雨 飾 は 受 に 分 化し て い 
je, 文 先 節 は 人称 十分 完成 は し て いな い が 35x30。 KORRE To 
cephalont: 先負 は 完成 すれ ば 特異 の 氏 史 
を な し , 前 節 先 端 中 央 より 長く 突出 し た 太 駄 
ORBE, XOAACHSE 5PIPSHRKO E, 
より なる 。 WAL bh VPE, それ ら 
十 部 を こめ た 先 節 の 長 さ は ほ ば その 個体 の 前 
節 の 長 さ に 等 し い 。 柄 部 な 伸縮 性 ある 欄 滅 , 
表面 に 多く の 後 細 縦 條 練 刻 まる 。 上 敵 は 先 部 
 OSEEEIC ELA 3 o 冠 部 の 下條 部 は 円 く 厚 い 
HARIR TC, 4 O broke o 5 dV Xa 
上 年 部 を 出す 。 
cephalont の 各 期 発育 を 見 る と , SIKE 
90-100 p の trophozoite (L4JE E-BRI ER 7r 
Lo, 前 館 は ほぼ ば 亜 球 駅 その 高 さ と 幅 は ほぼ 等 
長 で ある 。 後 分 は 卵 形 乃至 長久 形 で 長 さ は 幅 
の 約 2 fbn, その 最 魔 部 は 隔壁 の 少し 後方 
に あり 。 EE Li ToO HERR, FAR 
等 は 生体 に て LO XEREEREEG PD. BRR 
JE. 直径 10, BACAH karyosome を 
Sir ij 
SEC 生長 し て 体長 2004 肉 外 と な つた Fig. 1. Pileosephalus kydropsychus n. sp. 
cephalont は , 体 幅 40—-504 $b ÆJ a: Cephalont. b:-Epimerite in late stage of develop- 
EHE Libo BUND BRA. 最 廣 部 は 境 ment. c: Youngest trophozoite. d: Young tropho- 
界 の 直上 叉 柱 中 央 部 近く に あり , Bg? zoite. e: Mature sporont. f; spore. 
 OEBBGCOGUÉBRMUIO. WEONES O, 緊縮 明瞭 な り 。 後 飾 は 長 円 筒 形 に し て 肩 部 より 少し 下方 に 
TROR, ANA bK BIRD. SHARR, BUÜEIBIE MESS AE UREE AS DEA X OE Lo 内 
TULBMEC CORERBGLIEBE EGEL, 前 節 AREAL b Atte MEGUE 0o 殊 に 前 節 凍 端 部 近く は 
は ほとん EAH Oo RORE, 直径 平均 204 PgtAÉQDIRK karyosome を 含み , 生 時 は 内 質 濃密 の た め 
その 肉 部 形質 の 観察 困難 な ぁ 。 運動 は 活 彼 な ら ず 。 外 礼 内 の myoneme よく 発達 し 体 を 租 々 に 手形 する こ 
と が 時 に BRIN る 。 細長 く な つた り 幅 雇 く な っ たり 或 は 前 節 内 へ 深く BERAE LE りす る 場合 も あ 
D, FRA COMEOSRHMEIL EU CERE X り RIPER LD LARD bho 
sporont: 成 熱 し た 個 休 は 先 節 を 和 失い 宿主 の 腸管 内 に 遊 号 する 。 こ れ ら は 体 四 を 増し て 肥大 し , 体 は 長久 
形 を 時 する に 至る 。 若 も 体長 短縮 する , PRC ORB kGfi LCBEIEE 2-7 0, 時 に 前 館 と 同 長 又は より 短く な る 
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こと あり 。 境界 部 で 少し くく びれ た 僚 狼 を 芝 す る sporont の 見 られ る こと あら ち 。 前 節 は 長 さ 幅 共に ce- 
phalont よ ゃ 増大 する 。 種々 の 発育 階 程 の 個体 の 測定 値 を 第 1 夷 に 示す 。 


"olo CRX n) 


TL | LP LD | ip:TL | WP | wp |wpiwp| N 
cephalont | `` | | . | 
1 90 28 62 | 1:32 | 28 30 | 1:11 | 13 
144 | — A44 100 1:33 | 37 | 42 | 1:11 | 20 
3 170 48 122 1:35 | 45 | 45 | 1:10 | 21 
4 4 188 | . 65 123 1:2.9 | 42 43 | 1:10 | 20 
5 242 | — 75 167 1: 3.2 | 60 55 | 1:09 | 22 
6 300 | 80 220 1:38 | 52 51 | 1:1.0 | 18x25 
sporont | | | 
7 190 | 90 | 130 | i21] 7 | 67 | 1:09 
8 - 230 | 110 Bo s dede wu 10 | 1:10 
9 250 | 100 150 | 1:25 | 110 100 | 1:09 | 


sporont 4} cyst JÉ£pk Oii Bia BRETT 1736. 

cyst 及び spore: cyst は 球形 に て , 直 委 は 在 均 17xm な り 。 成 難 すれ ば 単純 な 破裂 に X り Spore を 放 
出す 。 spore は 中 央 部 を くれ た 緒 氏 形 , 7x4p, Xt ovde Sb ER PRI DO Do l 

KERRO Phryganea varia (Fabricius) の 幼虫 か ら 知 られ て いる Pilecephalus heerii AKolliker) 
Scheider と sporont DREHTE X «4C 5s $R LERA DXIUBELC DUE ORRERA E 
有 し , cephalont の 部 節 及び 後 節 は 共に 隠 膜 部 より 少し く 離 れ た 部 に 最 廣 と な る 。 殊 に 前 分 先 敵 の 鹿 円 端 を 
な す 点 は 前 種 と は 知 つ て いる 。 AOBOXEGOENRACCOXAUUV IRL. HORER E T O— SX b 755 X 
ゃ 注目 すべ き で あぁ る 。 他 の P. chinensis Schneider BRUKREO P. suhoensis Hoside と は spront の 体 
各部 比率 の 相 達 する こと に より ゅ 容易 た 識別 出來 る 。 


9. Actinocephalus hintaikyoensis n. sp. (Fig. 2 a—f) 本 種 は 1948 年 3 月 由 口 荻 賑 国 市 の 錦 帯 括 
Ti CHA VF ap (Perlidae) o—f&Elm DATE UO ESÉPACZBRM Aqu. 4 1953 年 1 SERAM 
— TJROpHI—TEGIDETZRUIÉBIJERORPEXKC o T, SAEVUS. 寄生 率 は 7026 で あつ た 。 
; EERAIUBUhO trophozoite は 25x94 OBEZE L, 本 に 前 後 二分 の 分 化 を 生じ て いた 。 n6 
L oss し て , REAR CRH ARA TERCIE Rei 5. BÜBDICISERRUERA. fSEDULBEERÉJLV. 後 節 
の 長 さ ば 前 秘 の 長 さ の 約 2 合 で ある 。 BUE. 内 に 1 個 の 球状 の 小形 karyosome を 含む 。 
Tcephalont: 最大 の 個 係 は 体長 280,4, 体 幅 92z で あつ た 。 普通 個体 は 体長 200-150 4, {KE 70-50 g 
各部 の 比 夫 は LP:TL-1:3.5—3.00 WP: WD—1:1.2-0.9 な り 。 kie IgA, 前 節 は 長 円 
BEETEO o 前 節 は 幅 よ り 高 さ 少し く 大 に し て , 最 廣 部 は 底部 に あり , それ より 前 方 へ 閣 次 幅 ベ まく な る 。 前 
spi は 細長 く 円 鑑 汰 突起 と な り , その 先端 に 短 柄 の 先 委 を 具 5 o MEOR に 導 壁 あり 。 緊縮 あり て 明 
衣 。. し ば し ば 前 節 の 後半 が 後 飾 の 間 端 を 少し く 嗜 5 こと あり 。 S8 EL RE BSER E DU 
< 下方 に あり 。 そ れ よ り 僅 に 幅 せ まく な る も , Mid Lo BREBU S CAC noc TRR 
敵 に 経る o 
- 先 範 は 短 頂 に て 前 節 前 端 に つく 球 曜 体 に し て , 大 さ は 20-18kx8-7 ょ な り 。 PRIRHKOZISESIUSXIC E: 
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Fig. 2. Actinocepkalus kintaikyoensis n. sp. 

a: Cephalont. b: Sporont. c: Young trophozoite. d: Two spores. e; Anterior 

portion of protomerite equipped with epimerite. f: Epimerite detached from the 

body. 
LXI - 肉 外 の 指 捧 突起 を 8-9 射出 す 。 指 鉄 突起 は 水玉 即ち 体 の 災 軸 に 対 し て 直角 人 に 放射 され て いち 。 

桜 は 球形 , 直径 20-16 à, 多く の 個体 で は 間 壁 の 直下 に 位置 す 。 内 に 2 乃至 数 個 の karyosome Gre. 

体 は 褐色 を 時 し , VES Lo (HH LSÜBGEDRATE UB BERBHES-. AENEAN, 前 節 内 は 後 節 内 より 内 質 
稼 江 に し て 淡色 な り 。 殊 に その 前 端 円 備 突 起 部 は 舌 明 に 近く その 基部 に 供 少 の 粗大 題 灯 を 含む 。 運動 は 活 
EHROd. - 


第 2 表 (Eika 


WP: WD N 


ao 
1 112 
9 . 
4 i 
5^ 
| 
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us 


sporont: . RAL C/C fg ie Ae EOR RPAC LJe sporont は 。 cephalont に 比 し て 体 は 少し く 短大 
と な る 。 BENIDO RASER REINI ERROK し , BUB Obo pE 7o EL T i e 


IABE O CINE LIA o PSEC SI 17 DEOOBHEVIENSEDLI-ENHU . 
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. cephalont 及び sporont OMkoWkettoko dtr HA を 第 2 Xm. 
cyst 及び spore: cyst は 球形 に し て , その 直径 は 1304, 145p, 148p, 155p, 157,4 1604 で あつ た 。 
邊 膜 は 2 暦 よ りな り , 最 外 居 は 12 へ 15p, RENE 3 一 5z な り 。 cyst vt RUBEERDHIC X 0 C spore を 放出 す 。 
spore は 簡 滅 紗 鍵 形 , 10x2 ょ ,。 内 部 中 央 の 逝く に 1 MORRER IED blbo 
本 種 は sporont DHENE な る こと , WEO RBE = と , cyst は 是 純 再開 に ょ より, ARPO 
spore を 放出 する 等 の 諸 性 質 よ り Actinocephalidae 冬 に 包 念 され る こと は 明か で ある 。 
LEMEE 7-8 個 の 指 捧 突起 を 具 え た 球 秩 体 を つけ て いる 点 よ り ^ Actinocephalus 属 に 入れ る べき 
で ある 。 | OBLA? ORIA ANAA E に 寄生 す る も の は 報告 され て いな い o. A. conicus 
(Dufour) Frantzius と は 休 の 大 さ 及 び spore O(SNASUBEE TL Webb cuo22, 体 衝 部 の 比率 世 び 先 節 の 
形状 が 相違 する 。 体 の 大 さ の 上 京 で 近い A. noliophili Foerster と ぁ 体 の 比率 が 相違 し 叉 桜 形 が こ これ で は 卵 形 
を し て いる 点 で 区 別 さ れる 。 駐 体 各部 比 座 が 近似 値 を も つ A. brachydactylus Ellis, A. digitatus Schneider, 
A. dujardini Schneider 及び A. crassus (Elis) 5€ LIKO RI EUKO, JE HL OJS ISO EE 
IC X 6 RÉSUIGE S. KMO 7-8 個 の 水平 に 突出 す ARREO aT と は 特有 で ある 。 本 種 は 宿 
OHGRGUEMMEL. その 腸管 内 に 寄生 する こと と を 最初 に 見 出し た 岩国 市 錦 融 橋 に 因 ん で A. bintaikyoensis n. 
sp. と 命名 され る 。 ] 


zo 7 BR (HOC エーVI Ck) 
編 井 利 人 , /52. 動 雑 61 (9). 時 出兵 馬 , "53. 山口 大 教育 研究 論 半 2 (1). ——, "53. 山 日 大 理学 会 誌 4- 
(印刷 中 )。 
li Résumé 


Studies on Gregarines Parasitic in Japanese Insects VII. 
Hyoma HOoSIDE 


Yamaguti University 


In this paper the writer describes two new species of gregarines found in the intestines of aquatic 
larvae of insects: Pileocephalus hydropsychus n. sp. from Hydropsyche larva and Actinocephalus 
kintaikyoensis n. sp. from larva of a stone fly. Their diagnoses are as follows. 

l 1. Pileocephalus hydropsychus n. sp. (Fig. 1 aco 
— Cephalonts elongate ovoidal to cylindrical. Maximum length 350,4, width 70 4. Ratio LP: TL= 
1:3.8—2.9. WP: WD=1:1.1-0.9. Protomerite ovoidal, widest at just above the base or in the 


iddle, rounded in front. Constriction at septum. Deutomerite elongate cylindrical, widest at a 


shart distance posterior to septum, tapering to a sharply pointed posterior end. Epimerite spherical 
in Shape, with a pointed anterior end. Young trophozoite provided with a short neck. As cephalont 
grows older, the epimerite is transformed into a lanceolate head with a long cylindrical neck. The 
lance is longer than the neck. The whole length of epimerite is the same as that of protomerite. 
Nucleus spherical, 20 p in diameter, with many karyosomes. Endocyte dense, brown in deutomerjte, 
l lighter in protomerite. Sporonts solitary, elongate ovoidal, contracted longitudinally and a little 
. broader than cephalonts. Protomerite ellipsoidal, broadly rounded at the top. Deutomerite ovoidal, 
being contracted and as long as protomerite. Cysts spherical, 1704 in average diameter. Dehis- 


cence by simple rupture. Spores obese, biconical 7X4 p. 
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Host: Hydropsyche sp. larva. Habitat: Intestine. Localities: Hikarisi, Naruto-mura and Yamato- 
mura, Yamaguti Prefecture. vus 

2. Actinocephalus kintaikyoensis n. sp. (Fig. 2 a—í). 

Cephalonts elongate cylindrical. Maximum length 280 p maximum width 92 p. Length generally 
200-150 4, width 70-504. Ratio LP: TL=1: 3.5-3.0, WP: WD=1: 1.2—0.9. Protomerite elongate 
conical, slightly longer than wide, widest at the base, tapering off to sharply pointed anterior ex- 
tremity. Epimerite, 20x8 4, with a short neck, consisting of a spherical disc and 8-9 horizontaily 
directed digitiform processes around the disc. Deep constriction at septum. Deutomerite elongate 
cylindrical, widest at a short distance behind septum, tapering posteriorly and ending abruptly to a 
sharply pointed posterior end. Nucleus spherical, 20-16 in diameter, situated just below the 
septum, with 2 to several karyosomes. Endocyte dense, brownish in deutomerite, lighter in proto- 
merite. Sporonts solitary, rather obese. They become wider and shorter than cephalonts. Proto- 
merite hemispherical, wider than long, ending in a small anterior cone. Deutomerite ovoidal, 
increasing especially its width. Cysts spherical, 130-160 4 in diameter, dehiscence by simple rupture. 
Spores cylindro-biconical, 10 x2 y. 

This species was found in the intestine of the larva of a species of the family Perlidae, which 
was captured in the stream near the Kintai bridge at Iwakuni, Yamaguti Prefecture in March, 
1948. Localities: Iwakunisi, Naruto-mura and Yamato-mura, Yamaguti Prefecture. 
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HE 27 年 12 M 13 H CE) 午後 1 時 より 名 古屋 大 学 理 学部 生物 学 教室 に 於 て , KOBSNOEITO. 
v = PoR L ART LER ASTA (富山 大 ) 
HERCE TORY Y- EOWA 大 木 健 市 君 (名 古屋 大 教養) 
RER t? vHRORREEPEDMUUIUE 吉田 俊秀 (Eram) 

E 34 c VOEBÉLGBEBEI n RE LEDIO OT 武藤 義信 君 (SAXZARA mE) 

o9. アジ メド ジョ ウ Cobitis delicata Niwa DZH I. ERUEN UC (予報 ) HARA 
(中 津 高校 ) 
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中 部 支部 第 19 [n prd 
昭和 28 年 2 月 14 日 CE), 午後 1 時 より 愛知 学芸 天 名 大 屋 分 校 に 於 て , KORRETT Oo 
1. ナジ 柴 色 (所 詩 + キ シダ ー ゼ 菜 色 ) の 本 態 に つい て 高橋 康之 助 君 (名 大 医 病理 ) 
2. t AGI IVDIEEUIISU S edema の 成因 に つい て BERMA. EWERS (愛知 学芸 大 ・ 名 古 。 ーー 
屋 分 校 ) 
3. ドジ ョ ッ と キン ギョ に 於 ける 科 剖 変 配 の 研究 SADE (愛知 学芸 大 ) 
特別 講義 AORE に 関す る 二 ・ 三 の 知見 MARR (KAKE) 


ÞAR 20 AAS 
昭和 28 44 H 18 日 CL) 午後 1 BRL 07 EERACERCPRBCIMCO,. KORREO 
1. アジ メド ジョ ウッ Cobitis delicata Niwa の 地理 的 分 布 PUB gH) 
2. 察 羅 の 成長 発育 と 赤血球 の 生理 ISERESED (BAAB). 
3. 骨 連 脂 肪 及び 骨組 織 と 血球 と の 可逆 的 分 化  CDEUEUADUXE (WHAM) a 
4. 2 へ 3 の 是 虫 に 於 ける 雌性 生殖 細胞 の 新生 及び 出 華 に ょ る 増殖 THEASE MERA (BEAN) 
9. v£wH oowoHIB PLECO AEZH E DARS  KSRE (岐阜 大 学芸) | 
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